
BOOK SHELF

アジ研ワールド・トレンド No.133（2006．10）─50

BOOK SHELF

51─アジ研ワールド・トレンド No.133（2006．10）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

世
界
の
水
資
源
事
情

（
３
）

佐
々
木
茂
子

「
水
が
文
明
を
突
き
破
る
」
と
印
象
的

な
後
書
き
を
残
す
の
は
湯
浅
赳
男
著
『
文

明
の
中
の
水　

人
類
最
大
の
資
源
を
め
ぐ

る
一
万
年
史
』（
新
評
論　

二
○
○
四
年
）

で
あ
る
。
世
界
各
地
の
文
明
と
水
の
関
係

を
豊
富
な
事
例
と
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描

き
「
人
間
が
地
球
の
う
え
で
、
地
球
に
よ

っ
て
生
き
て
い
る
事
実
」
を
訴
え
る
。

日
高
敏
隆
・
中
尾
正
義
編
『
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
水
と
緑
は
ど
こ
へ
消
え
た
か
？
』

（
昭
和
堂　

二
○
○
六
年
）
は
総
合
地
球

環
境
学
研
究
所
オ
ア
シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
略
称
）
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
オ
ア
シ
ス
周
辺
地
域
の
歴
史
を
検
証

し
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
水
消
滅
か
ら
「
世

界
水
危
機
」
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

地
図
を
駆
使
し
て
水
資
源
問
題
の
現
状

を
訴
え
る
の
は
ロ
ビ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
、
ジ

ャ
ネ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
共
著
『
水
の
世
界
地

図
』（
丸
善　

二
○
○
六
年
）
で
あ
る
。

貧
困
、
災
害
、
食
糧
不
足
な
ど
世
界
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
に
は
水
問
題
の
解
決
が

深
く
関
わ
っ
て
い
る
が
、
本
書
は
こ
れ
ら

の
問
題
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
網
羅
し
世
界
地

図
の
上
に
展
開
し
て
見
せ
る
。

ワ
ー
ル
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
の
創
設

者
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
『
地
球
白

書
』、『
地
球
環
境
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
』
等
を

通
じ
て
水
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
環
境
悪

化
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
。
二

○
○
一
年
、
新
た
に
ア
ー
ス
・
ポ
リ
シ
ー

研
究
所
を
創
設
し
、
そ
の
著
作
『
エ
コ
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
』（
家
の
光
協
会　

二
○
○

二
年
）
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
は
概
ね
市
場

原
理
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
経
済
を
、

今
後
は
生
態
学
の
法
則
に
基
づ
く
経
済
へ

と
シ
フ
ト
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。

水
資
源
問
題
に
関
し
て
国
別
に
見
た
時
、

中
国
を
扱
う
資
料
が
多
い
の
は
そ
の
影
響

力
を
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
る
。
世
界
人
口

の
約
五
分
の
一
を
占
め
、
近
年
め
ざ
ま
し

い
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
は
抱
え
る
環

境
問
題
も
桁
外
れ
で
あ
る
。
断
流
、
洪
水
、

水
質
汚
染
、
砂
漠
化
等
々
、
水
に
関
す
る

も
の
だ
け
で
も
環
境
面
へ
の
ス
ト
レ
ス
は

甚
大
で
あ
る
。

中
国
環
境
問
題
研
究
会
編
『
中
国
環
境

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
二
○
○
五｜

二
○
○
六
年

版
』（
蒼
蒼
社　

二
○
○
四
年
）
は
環
境

被
害
・
紛
争
の
実
態
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
な
ど

様
々
な
切
り
口
か
ら
中
国
の
現
状
を
紹
介

し
て
い
る
。
デ
ー
タ
も
豊
富
で
あ
り
、
水

資
源
を
含
め
た
環
境
問
題
全
般
の
理
解
に

役
立
つ
資
料
で
あ
る
。

一
方
で
中
国
の
環
境
問
題
を
生
み
出
す

制
度
、
社
会
、
政
治
、
経
済
に
着
目
し
、

構
造
分
析
を
試
み
る
の
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
著
『
中
国
環
境
リ
ポ
ー
ト
』

（
築
地
書
館　

二
○
○
五
年
）
で
あ
る
。

著
者
は
米
国
を
代
表
す
る
外
交
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
ア
ジ
ア
研
究
部
長
で
あ
る
。

『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
七
五
号
は
「
黄
河

は
流
れ
ず　

ア
ジ
ア
の
水
問
題
」
と
い
う

特
集
を
組
ん
で
お
り
、
こ
の
他
に
も
黄
河

流
域
に
焦
点
を
あ
て
た
『
中
国
北
部
水
資

源
問
題
の
実
情
と
課
題　

黄
河
流
域
に
お

け
る
水
需
給
の
分
析
』（
国
際
協
力
銀
行　

二
○
○
四
年
）
や
東
北
三
省
で
実
施
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
原
剛

著
『
中
国
は
持
続
可
能
な
社
会
か　

農
業

と
環
境
問
題
か
ら
検
証
す
る
』（
同
友
館　

二
○
○
五
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
焦

点
を
あ
て
た
も
の
で
は
、
清
華
大
学
編

『
中
国
に
お
け
る
水
質
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
』

（
神
鋼
リ
サ
ー
チ　

二
○
○
四
年
）、
孫

佑
海
著
『
日
本
企
業
の
た
め
の
中
国
環
境

法
』（
神
鋼
リ
サ
ー
チ　

二
○
○
六
年
）

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

中
国
と
並
ぶ
人
口
を
擁
し
、
同
じ
く
経

済
成
長
著
し
い
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
多

田
博
一
著
『
イ
ン
ド
の
水
問
題　

州
際
河

川
水
紛
争
を
中
心
に
』（
創
土
社　

二
○

○
五
年
）
が
詳
し
い
。

ま
た
、
渡
辺
斉
著
『
水
の
警
鐘　

世
界

の
河
川
・
湖
沼
問
題
を
歩
く
』（
水
曜
社　

二
○
○
四
年
）
は
新
聞
の
論
説
委
員
を
務

め
る
著
者
が
世
界
の
水
問
題
の
現
場
を
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
河
川
管
理
に
関
す
る
資
料
を
何

点
か
紹
介
し
て
結
び
と
し
た
い
。

高
橋
裕
編
『
地
球
の
水
危
機　

日
本
は

ど
う
す
る
』（
山
海
堂　

二
○
○
三
年
）
は
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

を
迎
え
る
水
と
河
川
」
の
記
録
に
参
加
者

の
評
価
と
感
想
を
加
え
て
編
纂
し
た
も
の

で
あ
る
。

蔵
治
光
一
郎
・
保
屋
野
初
子
編
『
緑
の

ダ
ム　

森
林
・
河
川
・
水
循
環
・
防
災
』

（
築
地
書
館　

二
○
○
四
年
）
は
昨
今
ま

た
話
題
に
上
り
始
め
た
「
緑
の
ダ
ム
」
に

つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
と
論
点
を
整
理
し
、
森
林
の
ダ
ム

機
能
に
関
し
て
異
な
る
立
場
に
あ
る
人
々

の
意
見
を
紹
介
す
る
。
保
屋
野
は
本
書
に

先
立
つ
『
川
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ　

河
川
再
自

然
化
と
い
う
思
想
』（
築
地
書
館　

二
○

○
三
年
）
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
進
む

新
し
い
治
水
思
想
を
報
告
し
て
い
る
。
そ

れ
は
氾
濫
原
を
回
復
し
て
河
川
の
再
自
然

化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
嘉
田
由
紀
子

編
『
水
を
め
ぐ
る
人
と
自
然　

日
本
と
世

界
の
現
場
か
ら
』（
有
斐
閣　

二
○
○
三

年
）
の
第
二
章
で
も
自
然
再
生
事
業
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。

ま
た
、
小
塩
和
人
著
『
水
の
環
境
史　

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
二
○
世
紀
』
は
米

国
の
「
ダ
ム
時
代
」
が
い
か
に
し
て
生
ま

れ
、
変
容
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
水
利
政

策
の
展
開
を
分
析
し
て
お
り
興
味
深
い
。

サ
ン
ド
ラ
・
ポ
ス
テ
ル
、
ブ
ラ
イ
ア
ン

・
リ
ク
タ
ー
共
著
『
生
命
の
川
』（
新
樹
社　

二
○
○
六
年
）
は
、
人
間
の
水
需
要
と
河

川
そ
の
も
の
に
と
っ
て
の
水
の
必
要
性
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
が
二
一
世

紀
型
河
川
管
理
の
課
題
で
あ
る
と
し
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
米
国
な

ど
の
国
々
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
さ 

さ
き　

し
げ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
）


